
 
        （Ｒ５.５.24 水源林管理所） 

令和５年度の第３回ボランティア活動が、５月 10日（水）に予定どおり実施されました。 

当日は朝から良く晴れていたため、放射冷却現象により、朝方は気温２度の真冬のような肌寒さで

したが、日中は気温が上がり、絶好の間伐日和となりました。 

立木を安全に伐倒するための第一段階は、安全な伐倒方向の選択とそこに倒すための正確な受け口

と追い口を作る（切る）事です。切り口の向きがあっているか確認しながら切り進めてください。倒

す前に目標の伐倒方向からずれていることが分かったら、受け口の切り直しや追い口の向きの調整を

行いましょう。基本に忠実な安全作業をよろしくお願いいたします！ 

それでは、安全活動のための水源林管理所の振返りなどをお知らせします。 

 

１ 活動日の様子 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新緑の鳥の胸山 始まりの会で体調確認を！ 

大径木を見事に伐倒！ 補助ロープで転がり防止！ 重量物の移動は複数人の協力で。 

腰の入った安定した姿勢で◎ 切り手以外が方向確認！ 

ロープはなるべく高い位置へ！ 

かかり木発生、伐倒は要注意！ 枝払いはお隣同士気を付けて！ 
 

アイテム使用で伐倒方向確認 

浮いた材の玉切りは注意！ 
 



２ 「道作り」が実施されました。 

   作業地内の移動効率のアップと安全対策として、今年度３回目の「道作り」が実施されました。 

  初めて「道作り」に参加する方や経験者の方も久しぶりで慣れない作業に大変だったと思います。 

   お陰様で歩きやすい道ができました。お疲れ様でした！ 

   次回の第４回活動でも実施しますので、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３ ご参加、ありがとうございました！ 
今回の活動に、環境保全活動に積極的に取組んでいる碧葉造園株式会社様、宮本土木株式会社様、

メタウォーター株式会社様が参加されました。 

ボランティアの会の皆さん、ご協力ありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

４ 珍しい現象 

  今回の活動で珍しい現象が発生しました。受け口・追い口を切ったが、目標の伐倒方向からやや 

ずれて倒れ始め、その方向にあった数本のスギに伐倒木が挟まれて止まり、その勢いで根元部分が

浮き上がって止まったようです。根元近くの作業者は退避していたため、危険はなかったようです

が、目標となる伐倒方向へ正確に倒せるよう、受け口・追い口の向きには十分注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 次回の第４回活動も５名体制の「道作り班」の編成をお願いします。 

「道作り」作業中 

「道作り」作業後 

★それでは５月２７日（土）、気をつけてお越しください。 

 

※ ５月 27 日（土）は、曇り、最高気温 20 度、降水確率 20％の予報です。 

「道作り」選抜メンバー 

宮本土木株式会社様 
（掲載許可済み） 

「道作り」作業後 

「道作り」作業中 

「道作り」作業後 

碧葉造園株式会社様 
（掲載許可済み） 

メタウォーター株式会社様 
（掲載許可済み） 
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